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  （百万円未満切捨て）

１．2019年12月期第３四半期の連結業績（2019年１月１日～2019年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年12月期第３四半期 1,385 △37.2 △260 - △256 - △255 - 

2018年12月期第３四半期 2,205 △54.3 360 - 372 - 504 - 
 
（注）包括利益 2019年12月期第３四半期 △238 百万円 （-％）   2018年12月期第３四半期 448 百万円 （-％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年12月期第３四半期 △52.02 - 

2018年12月期第３四半期 104.82 - 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年12月期第３四半期 1,653 1,032 60.8 

2018年12月期 1,965 1,257 63.2 
 
（参考）自己資本 2019年12月期第３四半期 1,004 百万円   2018年12月期 1,242 百万円 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年12月期 - 0.00 - 0.00 0.00 

2019年12月期 - 0.00 -     

2019年12月期（予想）       0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
 
３．2019年12月期の連結業績予想（2019年１月１日～2019年12月31日） 

ソーシャルメディアサービス事業については、企業におけるSNSマーケティングやソーシャルメディアを活用したプ
ロモーション等の需要が堅調であり、売上高については、前連結会計年度と同水準を見込んでおります。インキュベー
ション事業においては、引き続きシェアリングエコノミーサービスに重点をおき、新規サービスの発掘・拡販を推進し
てまいりますが、保有株式については、マーケット環境や市況動向次第で損益が大きく変動する可能性が高く、適正な
業績予測が極めて困難となっております。 

そのため、連結グループとしての業績予想の公表を控えております。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  -社  （社名）、除外  1社  （社名）XStartup Singapore Pte.Ltd. 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期３Ｑ 5,147,752 株 2018年12月期 5,147,752 株 

②  期末自己株式数 2019年12月期３Ｑ 234,694 株 2018年12月期 234,694 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期３Ｑ 4,913,058 株 2018年12月期３Ｑ 4,812,973 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

 

（日付の表示方法の変更）

「2019年12月期第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、米中の貿易摩擦の激化や英国のEU離脱問題など、世界

経済の見通しに懸念があるものの、企業収益や雇用および所得環境の改善が進み、緩やかな景気拡大が続いていま

す。当社グループを取り巻く事業環境におきましては、スマートフォン保有世帯の割合が約80%、個人でも全体の

約65%にまで達し、スマートフォンによるインターネット利用がより浸透しております。ソーシャルネットワーキ

ングサービス（SNS）の利用も依然として拡大傾向にあり、20〜29歳の利用割合は78.5%を記録しています。企業に

おいてもSNSの利用割合は拡大しており、マーケティングやプロモーション、リクルーティングなど、ソーシャル

メディアを事業に活用する重要性が益々高まっております。また、当社が注力しているシェアリングエコノミー分

野は、2018年度の市場規模が約1兆9,000億円まで成長し、2030年度には約6倍の約11兆円にまで拡大すると予測さ

れています。このような背景のもと、当社は、引き続き急速な成長が期待されるシェアリングエコノミー分野に注

力し、シェアリングエコノミーに係る様々なサービスを提供するとともに、ソーシャルメディアサービス事業のノ

ウハウをシェアリングエコノミーサービスへ展開し、ビジネス領域の更なる拡充と優位性の確保に努めてまいりま

した。また、インキュベーション事業において、複数の企業を立ち上げ、キャピタルゲインを目指すスタートアッ

プスタジオからは、2018年１月の開始から合計10社を立ち上げるに至っています。

当第３四半期連結累計期間における業績は、主力事業であるソーシャルメディアサービス事業において、新サー

ビスの開始やソーシャルメディアの活用に関するコンサルティングなどにより安定的に売上を計上しました。イン

キュベーション事業においては、保有株式の売却があったものの少額であったため、前年同期に比べ大幅に減収と

なりました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,385,781千円(前年同期比37.2%減)となりました。

営業損益については、採用活動に伴う採用関連費や、新規サービスの積極的な開発投資の実施により、260,158千

円(前年同期360,990千円の利益)の損失となりました。経常損益は、為替変動の影響を受け為替差損を計上したた

め256,267千円(前年同期372,172千円の利益)の損失となりました。親会社株主に帰属する四半期純損益は、

255,577千円(前年同期504,499千円の利益)の損失となりました。 

 
セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

（ソーシャルメディアサービス事業） 

①ソーシャルメディア領域

＜コミュニティパッケージ、企業向けブログ、活性化サービス＞

Facebook、Twitter、LINE@、Instagram、ブログなどソーシャルメディア活用の企画提案やシステム構築・運

営、多店舗向けのブログシステムの提供

②企業内SNS領域

＜社内SNS、グループウェア＞

企業の社内コミュニケーションをサポートするクラウド型社内SNS、内定者SNS、育児休業者SNSやクラウド型

グループウェアを提供

③マーケティング支援領域

＜ソーシャルメディアマーケティング、Webマーケティング＞

ソーシャルメディアやブログなどを活用したマーケティングのコンサル業務、Webサイトの構築・運営

＜デジタルコンテンツサービス＞

スマートフォン、PC、モバイル端末向けに、ゲーム、占い、レシピ、スタンプなど様々なデジタルコンテンツ

を制作・提供

 
当第３四半期連結累計期間におきましては、ソーシャルメディアを活用したプロモーションの需要を取り込

み、コンサルティング・運用代行業務や、システム構築などにより引き続き安定的なストック売上を計上しまし

た。また、当社の提供するプラットフォームシステムが、大手企業のサービスで導入されるなど、シェアリング

エコノミーのサポートサービスの拡販に注力してまいりました。営業費用は、新規サービス導入のための人件費

が増加しました。 

この結果、売上高については、1,086,896千円（前年同期比9.5％減）となり、営業損益については264,536千

円（前年同期比26.6％減）の利益となりました。 

 

（インキュベーション事業） 

インキュベーション事業は、グループ外における投資育成支援（グループ外インキュベーション）とグループ

内で創設される新規事業（グループ内インキュベーション）で構成されております。 

グループ外インキュベーションにおきましては、投資先企業の株式を保有し、事業育成・成長支援などのハン

ズオン支援を行っております。 
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グループ内インキュベーションにおきましては、地域体験マッチングサービス「TABICA」、外国人が教える料

理教室「Tadaku」などのサービスを提供しております。前連結会計年度より開始したスタートアップスタジオに

おいては、既存の枠組みにとらわれない独創的なサービスを展開しており、シェアリングエコノミーサービスの

認知度を高める施策を積極的に行っております。このような中、スタートアップスタジオのうち一社について

は、外部投資家からの出資を受け、事業拡大に拍車をかけております。 

当第３四半期連結累計期間は、保有株式の売却が少額だったことに加え、各新規事業については引き続き投資

フェーズであることから営業損失となっているものの、tabica事業においては、交通系企業等との連携を図り、

わずかながら売上が増加いたしました。 

この結果、売上高は314,613千円（前年同期比69.1％減）となり、営業損益は、314,459千円（前年同期

189,426千円の利益）の損失となりました。 

 

(2）財政状態の分析 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っており

ます。 

 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて15.5％減少し、1,585,720千円となりました。これは、主に流動資産の

その他に含まれる短期貸付金が81,044千円増加したこと、現金及び預金が333,520千円、流動資産のその他に含ま

れる未収入金が65,161千円減少したことによるものであります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて24.0％減少し、67,821千円となりました。これは、主に長期貸付金が

6,506千円、敷金及び保証金が14,836千円減少したことによるものであります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて15.9％減少し、1,653,541千円となりました。 

 

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて5.3％減少し、409,137千円となりました。これは、主に1年内返済予定

の長期借入金が11,660千円、流動負債のその他に含まれる前受金が24,267千円増加したこと、流動負債のその他に

含まれる未払消費税が39,078千円減少したことによるものであります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて23.2％減少し、211,797千円となりました。これは、主に長期借入金が

22,857千円、繰延税金負債が39,222千円減少したことによるものであります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて12.3％減少し、620,934千円となりました。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて17.9％減少し、1,032,606千円となりました。これは、主に利益剰余

金が親会社株主に帰属する四半期純損失により255,577千円減少したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

ソーシャルメディアサービス事業については、企業におけるSNSマーケティングやソーシャルメディアを活用し

たプロモーション等の需要が堅調であり、売上高については、前連結会計年度と同水準を見込んでおります。イン

キュベーション事業においては、引き続きシェアリングエコノミーサービスに重点をおき、新規サービスの発掘・

拡販を推進してまいりますが、保有株式については、マーケット環境や市況動向次第で損益が大きく変動する可能

性が高く、適正な業績予測が極めて困難となっております。 

 そのため、連結グループとしての業績予想の公表を控えております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,181,106 847,586 

受取手形及び売掛金 195,785 204,235 

営業投資有価証券 368,521 379,045 

その他 136,021 161,496 

貸倒引当金 △4,994 △6,643 

流動資産合計 1,876,440 1,585,720 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 14,159 13,428 

工具、器具及び備品（純額） 10,723 12,190 

有形固定資産合計 24,882 25,619 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,826 1,461 

のれん 586 － 

無形固定資産合計 2,412 1,461 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,000 2,000 

敷金及び保証金 55,380 40,543 

長期貸付金 47,888 41,381 

その他 10,137 7,374 

貸倒引当金 △53,491 △50,558 

投資その他の資産合計 61,914 40,740 

固定資産合計 89,208 67,821 

資産合計 1,965,649 1,653,541 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 40,072 36,015 

1年内返済予定の長期借入金 57,576 69,236 

未払費用 88,647 82,939 

預り金 15,696 15,384 

未払法人税等 50,962 49,926 

その他 179,258 155,635 

流動負債合計 432,212 409,137 

固定負債    

長期借入金 179,739 156,882 

繰延税金負債 94,137 54,915 

その他 1,958 － 

固定負債合計 275,834 211,797 

負債合計 708,047 620,934 

純資産の部    

株主資本    

資本金 100,000 100,000 

資本剰余金 1,808,240 1,808,240 

利益剰余金 △781,213 △1,036,791 

自己株式 △68,367 △68,367 

株主資本合計 1,058,659 803,081 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 186,200 201,742 

為替換算調整勘定 △2,025 － 

その他の包括利益累計額合計 184,174 201,742 

新株予約権 14,767 27,781 

純資産合計 1,257,601 1,032,606 

負債純資産合計 1,965,649 1,653,541 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 2,205,942 1,385,781 

売上原価 828,834 582,220 

売上総利益 1,377,107 803,561 

販売費及び一般管理費合計 1,016,116 1,063,720 

営業利益又は営業損失（△） 360,990 △260,158 

営業外収益    

受取利息 972 1,584 

助成金収入 2,540 2,743 

為替差益 6,418 － 

受取保険金 － 5,782 

その他 3,366 2,356 

営業外収益合計 13,296 12,466 

営業外費用    

支払利息 1,805 1,647 

為替差損 － 4,702 

貸倒引当金繰入額 △19 1,820 

その他 329 404 

営業外費用合計 2,115 8,575 

経常利益又は経常損失（△） 372,172 △256,267 

特別利益    

新株予約権戻入益 241 63 

固定資産売却益 － 4,720 

子会社株式売却益 79,926 － 

特別利益合計 80,167 4,784 

特別損失    

固定資産売却損 1,558 － 

特別損失合計 1,558 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
450,781 △251,483 

法人税、住民税及び事業税 8,480 4,094 

法人税等還付税額 △62,198 － 

法人税等合計 △53,718 4,094 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 504,499 △255,577 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
504,499 △255,577 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 504,499 △255,577 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △56,545 15,542 

為替換算調整勘定 796 2,025 

その他の包括利益合計 △55,748 17,568 

四半期包括利益 448,751 △238,009 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 448,751 △238,009 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 
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